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令和 7年度（2025 年度）事業系ごみ排出実態調査結果報告 

 

(1) 調査概要 

① 調査の目的 

事業系一般廃棄物の業種別の特色及び発生抑制・再使用と質の高いリサイクル（再生利用）により

新たにごみ減量が可能な割合や量を調査・把握し、適切な指導・助言を行う際の参考とするとともに、

本市のごみ減量目標を定める「第４次豊中市一般廃棄物処理基本計画」の目標達成に向けた進行管理

と評価及び第５次計画におけるごみ減量施策検討の基礎資料とするため実施した。 

 

② 調査実施年度 

  令和7年度(2025年度)に調査を実施。 

 

③ 調査の内容 

令和2年度(2020年度)に調査を実施した事業所をベースに、19業種、111事業所を選定し、組成分析

（80項目に分類し、重量・容積等を測定）を実施した。 

なお、調査対象事業所の選定に当たっては、事業所の排出状況を許可業者に確認するなど、許可業

者の協力を得て実施した。 

 

④ 調査の方法 

市内の事業所から排出されたごみをサンプリングし、分類項目に従い、業種別に分類調査を実施し

た。 

 

⑤ 調査対象事業所 

   19 業種、111 事業所 

 

⑥ サンプリング方法 

  調査対象ごみは、調査対象事業所のごみ置き場に排出されたごみのうち、資源ごみとして分別され

ている段ボール、缶・びんなどを除いたごみをサンプリングした。 

また、明らかに不燃ごみや建設廃材等の産業廃棄物と判断できたごみについても、サンプリングは

しなかった。 

 

⑦ 分類項目 

80項目に分類 

 

⑧ 調査日程 

   令和7年(2025年)11月10日（月）～11月28日（金） 

 

 ⑨ サンプリング量及び分類調査量 

業種別のサンプリング量及び分類調査量を表１に示す。なお、サンプリングしたごみは、原則、分

類調査対象とした。ただし、一部の業種でサンプリング時間が通常のごみ収集時間より早く通常のご

みすべてが排出されていなかったので、分類作業から外した事業所もある。 

分類調査量は、全業種の合計で2,165kg、容積が16.9千リットルである。また、見かけ比重は、全業

種の合計（平均）が0.128であったが、事務所が0.294、食料品製造業が0.216と大きく異なっていた。 

 

 

 



2 

 

表１ 業種別のサンプリング量及び分類調査量 

注1)見かけ比重は、各業種別に重量の計を容積の計で除して算出している。 

注2)表中の数字は四捨五入の関係で和が一致しないことがある。 

注3)ごみ袋数とは、ビニールのごみ袋（透明、半透明、色付）及び紙袋を示す。 
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(2) 調査結果 

 ＜全業種平均のごみ組成詳細＞ 

全業種平均のごみ組成は、業種別に把握したごみ組成割合に、事業所台帳から求めた業種別月別排

出量を乗じて、業種別組成別の排出量を算出し、これを組成別に合計し、これを全業種合計排出量で

除することにより組成割合を求める加重平均により算出した。業種別の小計も同様な考え方による加

重平均で算出している。 

全業種平均のごみ組成詳細を図１に示す。 

重量比では紙類が約48％と最も高く、次いで、厨芥類及びプラスチック類が約20％と続いた。 

 

図１ 全業種平均のごみ組成詳細 

[重量比] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発泡製トロ箱, 0.30% 飲料水ペットボトル, 2.47%

みりん等飲料以外ペットボトル, 0.10%

ペットボトル以外の飲料容器, 0.10%

容器状梱包材, 0.01%

その他の容器（小型も含む）, 2.79%

梱包用袋・シート, 0.96%

大型手提げ袋, 0.02%

スーパー等の手提げ袋, 0.63%

その他の袋・シート, 7.88%

緩衝材・クッション、フタ、ヒモ、

吸水シート、襟サポーター、商品以

外のハンガー等, 1.68%

加工屑、トナー等事業活動特有, 0.51%

その他一般プラすべて, 0.83%

ごみ袋, 1.86%

段ボール箱, 13.47%

梱包用の箱, 0.76%

梱包紙・紙筒, 0.63%

飲料水（コーティング無）, 0.21%

飲料水（コーティング有）, 0.21%

大きなその他紙製容器包装, 1.87%

小さなその他紙製容器包装, 2.50%

何かを包んだ新聞紙, 1.36%

そのままの状態で捨てられた新聞紙, 0.49%

折り込み広告, 1.94%

雑誌・書籍, 1.89%

色白紙, 0.10%

色付紙, 1.93%

印刷・出版残紙, 0.07%

シュレッダー, 0.01%大人用紙おむつ, 4.73%

子供用紙おむつ, 2.26%

その他雑紙, 13.44%
事業活動特有, 1.11%

大型衣類、シーツ等, 0.41%

その他, 1.53%

事業活動特有, 0.57%

その他, 0.34%

リターナブルびん, 0.23%

ワンウエイびん, 0.37%

食料品のワンウエイびん, 0.41%

日用品・業務用のびん, 0.07%

蛍光管（直管、曲管、電球型）, 0.01%

一般ガラスくず, 0.07%

アルミ缶, 0.48%

スチール缶, 0.27%

缶詰、缶箱, 0.15%

カセット式ガスボンベ, 0.26%

エアゾール缶, 0.04%

その他（王冠、リップ、

チューブ等）, 0.04%

なべ、釜、食器、包丁、

クリップ等, 0.01%

かさ、小型家電、

電線等, 0.08%

事業活動特有, 0.35%

乾電池, 0.02%

事業活動特有, 0.02%

割り箸, 0.50%

その他, 0.02%

事業活動特有, 0.90%

剪定枝, 0.04%

その他, 1.04%

事業活動特有, 0.14%

その他, 0.01%

手つかず食品（100％残存）, 4.45%

手つかず食品（50～99％残存）, 0.40%

一般厨芥類, 7.26%

加工原料・調理くず、販売前除外外葉等, 

7.30%

茶殻・コーヒー殻等, 0.80%

その他, 0.03%

煙草の吸い殻, 0.21%

その他, 0.19%

事業活動特有, 1.64%

その他, 0.17%

容器類 5.76%

袋・シート類

9.50%

梱包材

14.86%

その他紙製

容器包装

4.37%

新聞紙

1.85%
再生不可能な紙

20.43%

容器包装

16.95%

容器包装

19.66%

その他 28.23%

プラスチック類

20.15%

紙類 47.89%

厨芥類 20.23%

発泡製トロ箱, 0.05%

食品ロス

12.11%

一般繊維類, 1.95%

その他, 0.09%

飲料水のびん, 0.61%

その他のびん, 0.48%

再生可能な紙, 2.11%

可燃, 0.40%

不燃, 1.81%

その他, 2.22%

陶磁器類, 0.14%

一般草木類, 1.09%草木類, 1.99%

飲料水の缶, 0.75%

スプレー缶, 0.30%

有害製品, 0.01%

その他, 0.08%

一般ゴム・皮革類, 0.34%

単一金属製品, 0.01%

複合金属製品, 0.08%

電池, 0.02%

一般木片類, 0.02%

一般陶磁器類, 0.01%

その他の容器包装, 1.68%

その他（成型品等）, 1.34%

紙パック, 0.43%

繊維類, 3.05%

ゴム・皮革類, 0.92%

容器包装, 1.08%

ガラス類, 1.17%

容器包装, 1.24%

その他, 0.45%

金属類, 1.69%

木片類, 0.54%

容器包装
その他
（成型品等）
ごみ袋
梱包材
※事業活動に伴う
紙パック
（業務用含む）
その他紙製容器包装
新聞紙
（市民新聞、ＰＲ紙でも新聞と同質なら含む）
折り込み広告
雑誌・書籍類
再生可能な紙
※Ｂ５以上の大きさ、汚れていない
再生不可能な紙

繊維類 3.05%
ｺﾞﾑ・皮革類 0.92%

ｶﾞﾗｽ類 1.17%
金属類 1.69%
木片類 0.54%
草木類 1.99%
陶磁器類 0.14%

手つかず食品（100％残存） 4.45%
手つかず食品（50～99％残存） 0.40%
一般厨芥類 7.26%
加工原料・調理くず、販売前除外外葉等 7.30%
茶殻・コーヒー殻等 0.80%
その他（ペットフード） 0.03%

その他 2.22%

厨芥類 20.23%

食品ロス
12.11％

分類
16.95%
1.34%

14.86%
0.43%
4.37%

2.11%

1.86%

20.43%

1.85%

成分

紙類 47.89%

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 20.15%

1.94%
1.89%
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＜事業系ごみ減量の可能性＞ 

①  発生・排出抑制可能物の排出状況 

発生・排出抑制可能物の割合が30％以上と高い業種は、建設業、非食料品製造業、運輸業・郵便業、

卸売業、スーパー、コンビニエンスストア、非飲食料品小売業、一般飲食店、事務所、その他のサービ

ス業であった。これらの業種は、食品ロスの割合が高い業種と産業廃棄物に該当するごみを不適正に排

出している業種に分けられ、食品ロスの割合が25％以上と高い業種としては、スーパー、コンビニエン

スストア、一般飲食店があげられる。一方、不適正な排出がみられた業種として、廃プラスチック類（合

成繊維くずなど）の排出割合が高い非飲食料品小売業、廃プラスチック類（合成樹脂くずなど）の排出

割合が高い自動車整備業、その他不燃（特定の事業活動に伴うもの）の排出割合が高い建設業があげら

れる。 

 

表２ 業種別の発生・排出抑制可能物の排出状況（重量比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送梱

包材

輸送梱

包材

段

ボー
ル箱

手つかず食
料品(売れ

残り・作り
すぎ、作り

置き等)

一般厨芥

類(食べ
残された

食料品)

細計
トロ
箱

14.06% 9.38% 0.32% 0.32% 23.76% 0.05% 44.83% 44.88% 68.64%

食料品製造業 7.65% 0.21% 7.86% 7.86% 1.60% 1.60% 9.46%

非食料品製造業 14.98% 1.57% 0.16% 6.96% 7.12% 23.67% 1.35% 8.05% 0.29% 9.69% 33.36%

12.79% 1.34% 1.26% 5.97% 7.23% 21.36% 1.15% 6.87% 0.25% 0.23% 8.50% 29.86%

43.78% 0.60% 0.40% 1.75% 2.15% 46.53% 0.08% 0.31% 0.10% 0.49% 47.02%

32.71% 1.03% 0.13% 0.10% 0.23% 33.97% 0.71% 0.71% 34.68%

スーパー 0.02% 0.14% 25.26% 9.18% 34.44% 34.60% 2.62% 0.19% 2.81% 37.41%

コンビニエンスストア 16.59% 30.32% 30.32% 46.91% 46.91%

飲食料品小売業 10.01% 1.36% 11.94% 11.94% 23.31% 0.49% 0.49% 23.80%

非飲食料品小売業 27.73% 0.31% 0.22% 1.49% 1.71% 29.75% 5.15% 1.00% 6.15% 35.90%

11.65% 0.26% 17.47% 4.80% 22.27% 34.18% 1.24% 1.69% 0.30% 3.23% 37.41%

ファストフード 0.54% 0.28% 0.82% 0.82%

ファミリーレストラン 4.66% 0.05% 1.31% 8.19% 9.50% 14.21% 0.30% 4.41% 1.96% 0.19% 6.86% 21.07%

一般飲食店 8.35% 0.82% 25.37% 26.19% 34.54% 0.07% 0.06% 0.13% 34.67%

6.82% 0.05% 0.75% 19.84% 20.59% 27.46% 0.03% 0.52% 0.21% 0.06% 0.82% 28.28%

10.92% 21.71% 32.63% 0.72% 4.49% 5.21% 37.84%

7.96% 0.39% 14.23% 5.60% 19.83% 28.18% 28.18%

0.36% 0.32% 0.68% 0.68% 7.02% 0.03% 7.05% 7.73%

38.06% 5.83% 43.89% 43.89%

1.07% 0.04% 0.04% 1.11% 0.47% 0.47% 1.58%

7.25% 1.99% 3.17% 3.17% 12.41% 3.68% 2.45% 0.01% 0.88% 0.59% 7.61% 20.02%

0.78% 0.01% 20.93% 20.93% 21.72% 0.02% 0.02% 21.74%

13.47% 2.03% 4.85% 7.26% 12.11% 27.61% 0.30% 1.08% 1.11% 0.35% 0.03% 1.64% 4.51% 32.12%

発生抑制対象物 不適正な排出に対する指導対象物(概ね産業廃棄物に相当)

合計食品加

工くず

その他

不燃
小計

製造業計

運輸業・郵便業

卸売業

ペーパー
レス化(コ

ピー用紙)

食品ロス

小計

印

刷
残

紙

廃プラス

チック類
(合成樹

脂・合成ゴ
ム)

廃プラス

チック類

(合成繊
維)

ガラスく

ず、コンク
リートく

ず、陶磁器
くず

金属

くず

建設業

小売業計

福祉

全業種平均

事務所

娯楽業・宿泊業

自動車整備業

その他のサービス業

教育・学習支援業

医療

飲食店計
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② 資源化可能物・堆肥化可能物の排出状況 

全業種平均の重量比では、段ボール箱が13.5％、梱包用の紙箱・梱包紙・梱包袋・紙筒及び大きなそ

の他紙製容器包装がそれぞれ1.4％、1.9％など、紙製の資源化可能物は合わせて23.4％であった。これ

に、プラスチック類、ガラス類、金属類を加えた資源化可能物合計の割合は28.6％であった。また、加

工原料・調理くず、販売前除外外葉等7.3％、一般厨芥類（食べ残し等）7.3％、手つかず食料品4.9％

などの堆肥化可能物は20.2％であった。（図２参照） 

 

 

図２ 全業種平均のごみ質の資源化可能物・堆肥化可能物の排出状況（重量比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチック類

2.57%

紙類 23.37%

繊維類 0.41%

ガラス類 1.08%

金属類 1.21%

堆肥化可能物

20.24%

資源化

できないもの

51.12%

ペットボトル 2.57%
段ボール13.47%

梱包用の箱・梱包紙 1.39%

大きなその他紙製容器包装 1.87%

紙パック（アルミコーティング無し） 0.21%

新聞紙（何も包まず） 0.49%

折り込み広告 1.94%

雑誌・書籍1.89%

シュレッダーくず 0.01%
色白紙 0.10%

色付紙 1.93%

大型衣類、シーツ等 0.41%

リターナブルびん（飲料水、

食料品、日用品）0.23%

ワンウェイびん（飲料水、食

料品、日用品）0.85%

飲料アルミ缶 0.48%

飲料スチール缶 0.27%

その他の缶（スプレー缶含む）0.45%

調理くず・加工原料くず・販

売前除外外葉等 7.30%

手を付けていない食料品（売れ残

り・在庫処分、作り置き等）4.85%

一般厨芥類（食べ残し等） 7.26%

その他（茶殻・コーヒー殻、ペットフード等）0.83%

資源化可能物

28.64%
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＜過去の調査結果との比較＞  

図３に示す全業種平均による資源化可能物割合の排出動向によれば、ペーパーレス化による色白紙及び

色付紙は減少傾向にあるものの、プラスチック類、段ボール、その他の紙については増加していた。プラ

スチック類については、「プラスチック資源循環促進法」に則り、再商品化・再資源化や３R＋Renewable

（再生可能資源）を推進していくことが重要である。段ボールについては資源であることの啓発が必要で

ある。また、今回の調査ではごみ袋の中にペットボトルや空き缶・空き瓶が混在しており、今後とも排出

事業者への啓発活動や分別排出の呼びかけに努めていく必要がある。 

 図４に示す全業種平均による堆肥化可能物の排出状況によれば、堆肥化可能物全体でみると令和2年度よ

りも減少傾向にあった。それでもコンビニエンスストア、スーパーでは手つかず食品が高い割合となって

おり、適正受発注、商習慣の見直しを行うよう促していく必要がある。また、食品廃棄物の堆肥化の取組

みを推進していく必要がある。 

 

図３ 全業種平均による資源化可能物割合の排出動向（重量比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1)図中の数字は四捨五入の関係で和が一致しないことがある。 

注2)図中の数字は0.5％以上のものを表記した。 

 

図４ 全業種平均による堆肥化可能物割合の排出状況（重量比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）図中の数字は四捨五入の関係で和が一致しないことがある。 
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